




構音障害の分類2 ：生じた原因による分類

器質性構音囮書ー
口鰹の形態や構適I�園して生じる

呻陰..t
』と言

：• ●馴攘出

J

(Dy拿•rthria) l 
構匹勤にかかわる神庭 ・ 随素の瞬 r：：：題国 l

神匿察患・脳血讐謁書の後還這
羅マヒ

聰覚 （？） 

聴鸞鵬●に越国：構畜失鵬麗の■聴

襲・中糧麿の伝奮性■題が
直獨得難l::J員謂9こわたってある。

しんしゅつ性中耳炎の●り逼し
麟鵬欠損

鬱鱈性構日

闘舅性でもなく、還動譴害性でもなく．聴鸞躊●
1ヰるのでもなく．斃遍違上に生巴

覇因としては不明、
櫂融の璽因が纏み合って生じる可龍性がある。

1発謹器富の運馳の発遭と題鸞欄龍の発違のズレ
斃顧曇富＇の発遭不全

聰鸞学置力の闊さ などか？

. 4. 

発声発語器官の構造と構音の産生過租
（図：西尾正輝著『ディサ ー スリアの基礎と臨床』より借用）

暉メカ＝ムの構式図］

構冒（発語） ：人の耳Iコく 7
音やことばとなる
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共喝：口国と鼻腟で音の貿が決まる l 
』

「声帯が一：石9蘊まれコ
（璽腿願音）
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呼畷：室気が音を出すエネルギー
興声興籠羅富の櫂式図
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